
 

     

  日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

   ごさいます。 

  四医療機関連絡調整会議は、年一回、横手市の生活保護の適正 

 受給を図るため、横手市福祉事務所の主催により、開催されてい 

 ます。今年度は、生活保護の動向の他、横手市地域包括支援セン 

 ターより、在宅医療推進事業についても報告が行われました。 

  今回は、その一部をお知らせいたします。 
  

                                      地域医療連携室  大沢 知佳 

発行日 平成26年6月  第76号 

日  時：平成26年5月23日（金）15時30分～ 於：横手セントラルホテル 

参加施設：市立横手病院、市立大森病院、横手興生病院、平鹿総合病院 

     横手市地域包括支援センター、横手市福祉事務所  

参 加 者：各施設の医療福祉・地域連携担当者 計21名 

四医療機関連絡調整会議の報告 

１．生活保護の状況について 

 ・平成25年度の横手市の被保護世帯は650世帯、人員は882名であり、保護率 

  は、横手市の人口の0.92％である。動向に大きな変化はない。 

 ・働き盛りの年代の受診が増加してきている。 

 ・就労支援件数が増加し、就労決定につながっている。（支援対象108件） 

 ＜今後の課題・取り組み＞ 

 ・市民の意識改革 

 ・さらなる多（他）職種連携の強化 

 ・情報共有ツール・システム等の検討 

 ・住民、医療、事業所別の看取りガイドラインの作成 など 

報 告 事 項 

２．在宅医療連携拠点事業について（横手市地域包括支援センターより報告） 

 ＜平成25年度活動内容＞ 

 ・多職種連携研修会（夕暮れ勉強会）の開催 

 ・市民向け在宅医療普及講座の開催・広報 

 ・「わたしの覚書きノート」 

  （エンディングノート）の作成 など 

 

 ＜目次＞ 
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  ５．大切な人への伝言 


